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人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

●
人
口
セ
ン
サ
ス
の
意
義

　

香
港
は
長
ら
く
東
ア
ジ
ア
の
国
際
貿

易
・
金
融
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
人
の
移

動
の
十
字
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

場
所
で
「
住
民
」
を
分
類
し
確
定
す
る

の
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

　

隣
接
す
る
中
国
大
陸
の
深
圳
経
済
特

区
か
ら
境
界
線
を
越
え
て
香
港
に
通
学

す
る
小
学
生
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
深

圳
の
老
人
ホ
ー
ム
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に

は
香
港
の
高
齢
者
の
姿
が
あ
る
。
家
族

を
香
港
に
残
し
、
定
期
的
に
中
国
大
陸

と
往
復
す
る
単
身
赴
任
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
、
香
港
で
出
産
し
た
赤
子
を
連
れ
て

大
陸
に
帰
る
両
親
な
ど
、
家
族
の
形
も

境
界
を
越
え
て
変
化
し
て
い
る
。

　

人
口
セ
ン
サ
ス
（H

ong K
ong Pop­

ulation Census

）
は
、
こ
の
よ
う
な

流
動
性
の
高
い
社
会
に
お
い
て
、
貴
重

な
情
報
源
と
な
っ
て
き
た
。
む
ろ
ん
大

規
模
な
統
計
調
査
は
、
そ
の
他
に
も
数

多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
だ

け
で
も
、
毎
月
実
施
さ
れ
る
一
般
世
帯

調
査（General Household Survey

）、年

ご
と
の
経
済
活
動
調
査
（A

nnual 
Survey of Econom

ic A
ctivities

）

や
五
年
に
一
度
の
家
計
消
費
調
査

（H
ousehold Expenditure Survey

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
一
九
九
九
年
以

降
は
、
政
策
立
案
に
必
要
な
社
会
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
た
め
に
、
政
府
は
特
定

テ
ー
マ
別
調
査（Them

atic Household 
Survey

）
を
時
宜
に
応
じ
て
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
す
べ
て

サ
ン
プ
ル
調
査
で
あ
り
、
し
か
も
外
国

籍
の
家
事
労
働
者
や
水
上
生
活
者
あ
る

い
は
施
設
居
住
者
⑴
が
含
ま
れ
な
い
も

の
が
散
見
さ
れ
る
。
全
数
調
査
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
五
〇
年
も
の
あ
い
だ
継
続

し
て
き
た
点
か
ら
も
、
人
口
セ
ン
サ
ス

は
中
長
期
的
な
変
動
を
知
る
た
め
の
基

礎
的
な
資
料
と
い
え
る
。

●
人
口
セ
ン
サ
ス
略
史

　

香
港
政
庁
に
よ
る
人
口
調
査
は
、
戦

前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。
吉
川
雅
之

に
よ
れ
ば
、
識
字
に
つ
い
て
の
調
査
項

目
を
盛
り
込
ん
だ
セ
ン
サ
ス
報
告
書
が
、

一
九
一
一
年
、
二
一
年
、
三
一
年
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は

三
〇
年
も
の
間
、
セ
ン
サ
ス
空
白
の
時

代
が
続
い
た
。

　

日
本
占
領
直
前
の
一
九
四
一
年
三
月
、

防
空
監
視
官
（A

ir Raid W
orden

）

に
よ
る
人
口
調
査
が
あ
っ
た
の
ち
は
、

日
本
軍
政
下
で
の
人
口
疎
散
政
策
に
よ

る
急
減
、
戦
後
復
興
と
国
共
内
戦
に
よ

る
難
民
の
大
量
流
入
と
、
人
口
の
激
変

が
相
次
い
だ
。
香
港
政
庁
は
一
九
四
九

年
に
域
内
へ
の
移
動
を
制
限
す
る
条
例

を
制
定
し
た
も
の
の
、
四
八
年
に
予
定

さ
れ
て
い
た
セ
ン
サ
ス
は
、
五
〇
年
に

い
っ
た
ん
延
期
さ
れ
た
の
ち
、
取
り
や

め
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
、
三
二
〜

三
三
ペ
ー
ジ
）。

　

一
〇
年
ご
と
の
全
数
調
査
が
本
格
的

に
復
活
し
た
の
は
、
一
九
六
一
年
で
あ

る
。
ま
た
五
年
後
の
六
六
年
に
は
中
期

人
口
統
計
（Population By-census

）

が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
セ
ン
サ

ス
と
中
期
人
口
調
査
は
一
度
も
中
断
す

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
年
毎
に

行
わ
れ
て
い
る
。

●
セ
ン
サ
ス
の
実
施
体
制
⑵

　

軌
道
に
乗
っ
た
人
口
セ
ン
サ
ス
に
は
、

そ
れ
な
り
の
人
手
と
経
費
が
傾
注
さ
れ

た
。
人
口
セ
ン
サ
ス
の
責
任
機
関
は
、

香
港
政
府
統
計
処
（Census &

 Sta­
tistics D

epartm
ent

）
で
あ
る
。
統

計
処
に
は
五
つ
の
部
（D

ivision

）
が

あ
る
が
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
実
施
年
に

は
、
部
を
横
断
し
て
調
査
チ
ー
ム
を
形

成
す
る
。
二
〇
一
一
年
セ
ン
サ
ス
を
例

に
挙
げ
る
と
、
統
計
処
は
全
職
員
一
七

〇
〇
名
の
う
ち
八
〇
名
を
動
員
し
た
、

と
い
う
。
た
だ
し
セ
ン
サ
ス
の
設
計
と

分
析
に
つ
い
て
は
「
社
会
統
計
部
（So­

cial Statistics D
ivision

）」
が
中
核

に
な
る
。

　

人
口
セ
ン
サ
ス
の
項
目
選
定
に
つ
い

て
は
、「
国
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
従

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
事
前
に
国
連
事

務
所
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
は
な
く
、

国
連
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
取
得
す
る
に
と
ど
ま
る
。
二
〇

　
香
港調

査
方
法
の
変
化
と

人
口
移
動
の
実
態

澤
田 

ゆ
か
り
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一
一
年
セ
ン
サ
ス
の
項
目
選
定
に
あ
た

っ
て
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
準
備
を
開

始
し
、
香
港
の
一
六
〇
団
体
か
ら
意
見

を
聴
取
し
て
い
た
。

　

調
査
期
間
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
三

〇
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
の
三
四
日
間

で
、
調
査
終
了
後
に
確
認
用
の
サ
ン
プ

ル
調
査
を
八
月
二
二
日
か
ら
九
月
三
〇

日
に
か
け
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期

に
調
査
を
行
う
の
は
、
主
に
調
査
員
の

確
保
の
た
め
で
あ
る
。
香
港
の
セ
ン
サ

ス
調
査
員
は
、
大
半
が
学
生
（
高
校

生
・
大
学
生
）
と
高
校
の
教
員
な
の
で
、

夏
休
み
の
時
期
に
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
。

　

調
査
員
は
公
募
で
動
員
さ
れ
る
。
前

回
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
二
〇
一
一
年
三

月
に
公
募
を
行
い
、
四
月
か
ら
約
二
カ

月
か
け
て
一
人
あ
た
り
八
時
間
か
ら
一

二
時
間
の
調
査
の
訓
練
を
行
っ
た
。
こ

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
七
万
四
〇
〇
〇

人
の
応
募
者
か
ら
最
終
的
に
一
万
七
〇

〇
〇
人
が
採
用
さ
れ
た
。
同
年
の
人
口

総
数
が
七
〇
七
万
人
で
あ
る
か
ら
、
住

民
の
四
一
六
人
に
一
人
が
セ
ン
サ
ス
に

従
事
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
予
算
は
お
よ
そ
五
億
二
〇
〇
〇

万
香
港
ド
ル
（
日
本
円
で
、
約
五
三
億

九
二
四
〇
万
円
。
た
だ
し
二
〇
一
一
年

六
月
三
〇
日
時
点
の
レ
ー
ト
換
算
）
で
、

そ
の
約
五
割
が
こ
れ
ら
調
査
員
と
セ
ン

サ
ス
の
た
め
に
雇
用
さ
れ
た
一
〜
二
年

契
約
職
員
の
人
件
費
で
あ
っ
た
⑶
。
た

だ
し
同
年
の
香
港
政
府
の
歳
出
に
比
べ

る
と
、
セ
ン
サ
ス
の
経
費
は
〇
・
一
四

％
程
度
で
あ
る
。

●
調
査
方
法
―
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
―

　

香
港
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
特
徴
は
、

世
帯
で
は
な
く
「
住
居
」
す
な
わ
ち
建

物
を
基
準
に
調
査
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

統
計
処
に
は
、
住
居
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
屋
宇
単
位
檔
案
庫
」
が
あ
っ
て
、
建

物
ご
と
に
居
住
者
に
質
問
票
を
郵
送
す

る
。
調
査
対
象
の
九
割
に
は
、
短
問
巻

（Short Form

）
と
呼
ば
れ
る
Ａ
３
用

紙
一
枚
の
質
問
票
を
配
布
す
る
。
こ
の

質
問
票
は
、
居
住
の
状
態
と
人
数
に
関

す
る
五
項
目
と
性
別
や
出
生
年
月
日
な

ど
に
関
す
る
一
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
残
り
の
一
割
に
対
し
て
は
、
訪
問

調
査
を
行
っ
て
、
長
問
巻
（Long 

Form

）
と
呼
ぶ
五
六
項
目
の
質
問
票

に
調
査
員
が
回
答
を
記
入
す
る
。

　

ま
た
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て

は
調
査
員
の
訪
問
に
よ
る
回
収
が
主
流

で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
と
国
連
の
勧
告
に
鑑
み
て
、
二
〇
一

一
年
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
郵
送
と
ネ
ッ

ト
経
由
の
回
収
を
優
先
し
た
と
い
う
。

具
体
的
に
は
、
質
問
票
を
郵
送
す
る

に
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
と
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
お
く
。
短
問
巻
は
郵
便

で
返
信
す
る
か
、
ネ
ッ
ト
で
入
力
し
て

回
答
で
き
る
。
長
問
巻
は
、
ネ
ッ
ト
上

の
入
力
の
み
で
あ
る
。

　

三
四
日
間
の
調
査
期
間
の
う
ち
、
前

半
の
一
七
日
間
は
「
自
己
申
告
期
間
」

と
し
、
郵
送
と
ネ
ッ
ト
経
由
で
回
収
す

る
が
、
後
半
の
一
七
日
間
に
入
る
と
、

調
査
員
が
戸
別
訪
問
で
入
手
す
る
。
短

問
巻
に
つ
い
て
は
、
郵
送
が
五
六
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
二
％
、
訪
問
に

よ
る
回
収
が
三
〇
％
で
あ
っ
た
⑷
。

　

な
お
二
〇
一
六
年
の
中
期
人
口
統
計

か
ら
は
、
郵
送
を
取
り
や
め
て
全
面
的

に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
移
行
す
る
予
定
だ

と
い
う
。
ま
た
二
〇
一
一
年
の
人
口
セ

ン
サ
ス
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
し
か
オ
ン
ラ

イ
ン
入
力
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一

六
年
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
も
対
応
さ
せ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

●
多
言
語
に
よ
る
住
民
へ
の
周
知

　

質
問
票
は
中
国
語
と
英
語
を
含
む
一

三
の
言
語
（
ベ
ン
ガ
ル
語
、
ヒ
ン
デ
ィ

ー
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
（
バ
ハ
サ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
日
本
語
、
韓
国
語
、

ネ
パ
ー
ル
語
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
語
、
シ
ン

ハ
リ
語
、
タ
イ
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
）
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
香
港

で
日
常
使
わ
れ
る
言
語
は
、
圧
倒
的
に

広
東
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
統
計

13言語による説明チラシ。訪問調査員の見分け方と問い合
わせ先が記載されている。参考文献④。
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処
は
調
査
員
を
選
ぶ
際
に
、
特
に
多
言

語
対
応
が
可
能
な
人
材
で
あ
る
か
否
か

は
考
慮
し
な
い
。

　

も
し
訪
問
調
査
時
に
英
語
も
広
東
語

も
通
じ
な
か
っ
た
場
合
は
、
調
査
員
は

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
各
国
語
の
カ
ー

ド
を
相
手
に
み
せ
て
、
次
回
の
訪
問
調

査
の
予
定
を
入
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
回
に
は
、
必
要
な
言
語
の
通
訳
を

同
伴
し
て
訪
問
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

住
民
本
人
が
電
話
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
営
す

る
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

さ
ら
に
個
人
の
住
宅
に
立
ち
入
る
こ

と
に
な
る
訪
問
調
査
員
は
、
な
り
す
ま

し
に
よ
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、
身

分
証
明
書
を
携
帯
す
る
だ
け
で
な
く
、

一
目
で
そ
れ
と
分
か
る
服
装
を
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
公
告
も

一
三
言
語
で
表
示
し
た
チ
ラ
シ
で
配
布

す
る
ほ
か
、
路
面
電
車
や
バ
ス
の
車
体

な
ど
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
「
香
港
住
民
」
と
は
誰
な
の
か

　

次
に
セ
ン
サ
ス
の
対
象
者
を
見
て
み

よ
う
。
一
九
九
七
年
の
返
還
以
前
に
は
、

香
港
政
府
は
対
象
者
を
確
定
す
る
の
に
、

「
広
義
の
一
時
点
」
方
式
（
“Extended 

de facto

” m
ethod

）
を
採
っ
て
い
た
。

こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
セ
ン
サ
ス
の
基

準
日
に
香
港
に
滞
在
し
て
い
た
者
は
、

す
べ
て
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
基
準
日
に
は
不
在
で
あ
っ
て
も
、

家
族
が
「
中
国
大
陸
ま
た
は
マ
カ
オ
に

一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る
」
と
家
族
が

回
答
し
た
者
も
人
口
セ
ン
サ
ス
の
対
象

に
含
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
た
ま
た

ま
基
準
日
に
香
港
に
滞
在
し
て
い
た
観

光
客
も
含
む
こ
と
に
な
る
し
、
家
族
の

回
答
に
よ
っ
て
は
中
国
大
陸
か
マ
カ
オ

に
移
住
し
た
者
も
香
港
人
口
に
入
っ
て

し
ま
う
。
と
り
わ
け
一
九
九
七
年
の
返

還
前
後
か
ら
は
、
北
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
い
っ
た
ん
移
民
し
て
か
ら
香
港

に
回
流
す
る
者
や
、
中
国
大
陸
で
働
く

者
が
急
増
し
た
た
め
、「
広
義
の
時

点
」
方
式
の
欠
点
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
「
移
動
」
の
実
態
を
反
映

す
べ
く
、
香
港
政
府
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
セ
ン
サ
ス
の
対
象
を
、「
居
住
人

口
」
方
式
（
“Resident population

” 
m

ethod

）
へ
と
変
更
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
方
法
で
は
、「
香
港
住

民
」
は
、
次
の
二
範
疇
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
は
、
常
住
す
る
住
民
（
常
住
居
民
、

U
sual residents

）
で
あ
る
。
こ
の
範

疇
に
含
ま
れ
る
者
は
、
永
住
権
の
有
無

に
よ
っ
て
若
干
条
件
が
異
な
る
。
香
港

の
永
住
権
を
持
つ
住
民
（
永
久
居
民
、

perm
anent residents

）
な
ら
、
調

査
時
か
ら
数
え
て
過
去
六
カ
月
間
に
香

港
に
三
カ
月
以
上
滞
在
し
て
い
た
か
、

あ
る
い
は
調
査
期
間
の
後
の
六
カ
月
間

の
間
に
、
香
港
に
三
カ
月
以
上
滞
在
し

て
さ
え
い
れ
ば
、
調
査
時
に
ど
こ
に
い

よ
う
と
関
係
な
く
、
常
住
者
に
数
え
ら

れ
る
。
い
っ
ぽ
う
永
住
権
は
持
た
な
い

が
、
香
港
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
保
持
す
る
住

民
の
場
合
は
、
調
査
時
に
香
港
域
内
に

い
た
者
の
み
を
常
住
者
と
す
る
。
な
お

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
一

八
〇
日
以
上
に
わ
た
っ
て
香
港
に
滞
在

す
る
者
が
対
象
に
な
る
。

　

第
二
の
範
疇
は
、
流
動
す
る
住
民

（
流
動
居
民
、M

obile Residents

以

下
、
流
動
住
民
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

香
港
の
永
住
権
を
持
つ
者
で
、
か
つ
調

査
時
か
ら
数
え
て
六
カ
月
前
ま
で
の
間

に
香
港
で
の
滞
在
期
間
が
一
カ
月
以
上

三
カ
月
未
満
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

調
査
時
か
ら
数
え
て
六
カ
月
後
ま
で
の

間
に
香
港
で
の
滞
在
期
間
が
一
カ
月
以

上
三
カ
月
未
満
の
者
が
含
ま
れ
る
。

●
「
流
動
住
民
」
は
一
割
未
満

　
「
居
住
人
口
」
方
式
に
基
づ
け
ば
、

平
日
は
大
陸
で
働
き
、
週
末
を
香
港
の

家
族
の
元
で
過
ご
す
単
身
赴
任
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
、
海
外
の
大
学
に
進
学
し
、

夏
休
み
や
学
期
末
に
香
港
に
里
帰
り
す

る
若
者
、
あ
る
い
は
中
国
大
陸
に
移
住

し
た
高
齢
者
で
、
と
き
お
り
香
港
に
住

む
子
ど
も
や
孫
を
訪
問
す
る
者
な
ど
は
、

す
べ
て
「
流
動
す
る
住
民
」
に
分
類
さ

れ
る
（
香
港
政
府
統
計
處
二
〇
〇
〇
：

Ｆ
Ａ
８
）。
こ
の
方
式
で
統
計
調
査
を

行
っ
た
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
一
一
年
の

セ
ン
サ
ス
を
比
較
し
て
、
一
〇
年
間
の

変
化
を
観
察
し
て
み
る
と
、「
流
動
住

民
」
の
比
率
は
、
セ
ン
サ
ス
対
象
人
口

の
二
・
八
％
か
ら
三
・
〇
％
へ
と
微
増

し
た
に
と
ど
ま
る
。
人
数
ベ
ー
ス
で
は
、

約
一
八
万
四
五
〇
〇
人
か
ら
二
一
万
二

〇
〇
〇
人
へ
と
一
五
％
増
と
な
っ
て
い

る
が
、
流
動
性
の
高
い
移
民
社
会
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
二
回
の
セ

ン
サ
ス
に
お
い
て
人
口
の
九
七
％
は
常

住
す
る
住
民
で
あ
っ
た
。
念
の
た
め
、

セ
ン
サ
ス
基
準
日
に
香
港
に
滞
在
し
た

人
口
（
す
な
わ
ち
観
光
客
三
二
万
六
四

表１　出生地別の人口構成（2001年・2011年）

出生地
2001年 2011年

人数 ％ 人数 ％

香　港 4,044,894 59.7 4,278,126 60.5

中国大陸・　
台湾・マカオ 2,263,571 33.7 2,267,917 32.1

その他 439,924 6.6 525,533 7.4

合　計 6,708,389 100 7,071,576 100

（出所）　香港政府統計処（2012a; 36）。
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〇
〇
人
と
、
所
定
滞
在
期
間
が
一
カ
月

未
満
の
永
住
権
保
持
者
一
万
一
〇
〇
〇

人
足
ら
ず
を
含
む
）
で
計
算
し
て
も
、

や
は
り
常
住
す
る
住
民
の
比
率
は
九
五

％
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。

●
年
齢
別
で
み
え
て
く
る
変
化

　

続
い
て
国
籍
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
常

用
言
語
、
出
生
地
別
に
人
口
構
成
を
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
国
籍
に
つ
い
て
は
、

人
口
の
九
三
・
二
％
が
中
国
籍
で
占
め

ら
れ
、
う
ち
永
住
地
が
香
港
の
者
が
九

一
・
八
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
で
は
九
三
・
六
％
ま
で
が
華

人
で
あ
る
。
残
る
六
・
四
％
の
う
ち
、

首
位
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
（
一
三
万
三

三
七
七
人
）、
二
位
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
系

（
一
三
万
三
〇
一
八
人
）
は
そ
れ
ぞ
れ

一
・
九
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

使
用
言
語
に
つ
い
て

は
、
常
用
語
と
し
て
人

口
の
八
九
・
五
％
が
広

東
語
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
使
用
言
語
と

合
わ
せ
る
と
、
広
東
語

の
話
者
は
九
五
・
八
％

に
も
上
る
。
し
か
も
こ

の
水
準
は
、
一
〇
年
前

の
セ
ン
サ
ス
で
も
ほ
ぼ

同
様
（
九
六
・
一
％
）

で
あ
っ
た
。
出
生
地
の

構
成
も
、
表
１
に
示
し

た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
香
港
は
一

見
す
る
と
、
広
東
語
を

話
す
中
国
人
の
社
会
で

あ
り
、
移
動
も
小
さ
い

よ
う
に
映
る
。

　

し
か
し
、
年
齢
別
に

み
る
と
、
別
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

図
１
は
、
出
生
地
を
年
齢
別
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
に
、
若
者

の
間
で
中
国
大
陸
生
ま
れ
の
人
口
が
増

加
す
る
い
っ
ぽ
う
、
中
高
年
層
で
は
逆

に
中
国
大
陸
の
出
身
の
移
民
一
世
が
減

少
す
る
傾
向
が
分
か
る
。
昨
年
の
雨
傘

運
動
に
み
ら
れ
た
「
香
港
人
」
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
一
〇
代
の
背

後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
構
造
の
変

化
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
さ
わ
だ　

ゆ
か
り
／
東
京
外
国
語
大

学
総
合
国
際
学
研
究
院
教
授
）

《
注
》

⑴�

老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
刑
務
所
な
ど

の
施
設
に
居
住
す
る
者
を
指
す
。

⑵�

実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四

年
九
月
一
一
日
に
香
港
政
府
統
計
処

に
て
余
振
強
氏
（
普
査
策
画
科
一
）

の
高
級
統
計
師
）
お
よ
び
鄭
立
仁
氏

（
普
査
及
人
口
統
計
科
・
普
査
策
画

組
）
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
基

づ
く
。

⑶�

人
件
費
以
外
で
は
、
事
務
所
の
家
賃

が
約
一
割
、
残
り
は
そ
の
他
の
事
務

作
業
費
用
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑷�

全
体
の
回
収
率
は
、
八
八
・
一
％
で

あ
っ
た
。

《
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〇
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（出所）　政府統計書「網上互動数据発布服務」より筆者作成。

図１　出生地の推移（年齢別・2001年、2011年）
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